
女性の起業・経営支援事業 【京都府】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 8,087 千円

交付金額 4,042 千円

事業番号 ３

連携団体名：輝く女性応援京都会議（22団体）

京都府、京都市、京都労働局、京都商工会議所、京都商工会議所女性会、京
都府商工会議所連合会、京都府商工会議所女性会連合会、京都府商工会連
合会、京都府中小企業団体中央会、京都府中小企業女性中央会、（一社）京
都経営者協会、（一社）京都経済同友会、（公社）京都工業会、京都府商工会
女性部連合会、日本労働組合総連合会京都府連合会、国際ソロプチミスト京
都、国際ゾンタ京都クラブ、（公財）大学コンソーシアム京都、日本政策金融公
庫、（公財）21世紀職業財団関西事務所、京都府男女共同参画センター、京都
市男女共同参画センター

京都府内における起業家に占める女性割合は２９年度調査で17.2
％※と低調ではあるが、今回の女性起業家賞では34人の応募と

目標には達しなかったものの、ネットワーク構築交流会には多く女
性起業家等が参加するなど、アイデアを持った潜在的な女性起業
家の存在と、ブラッシュアップに対するニーズは、まだまだ高いと感
じられるため、今後も継続的に女性起業家への支援が必要であり
、関係団体等と連携し取り組んでいく必要がある。
※平成29年就業構造基本調査

第11回京都女性起業家賞応募者数

目標：55名 → 実績：34名（達成度62％）

34名の多様な分野の起業アイデアからAI/MLによる

ビッグデータを用いたデジタルヘルスケア関連事業等、
優れたアイデアを選考・ブラッシュアップを行うことで本
府の女性起業家の裾野拡大促進につながったと考え
る。

■起業家に占める女性割合が低く、アイデアを持つ女性
の参画が促されていない
・少子高齢化による労働力人口の減少が進むとともに、

価値観が多様化する中、アイデアを持ちながらも経済活動
に参加していない専業主婦等の社会参画が重要となって
いるが、京都府における起業家に占める女性割合は17.2%
と低調であり（※5）、起業に向けた支援が必要。
※5：平成29年就業構造基本調査（総務省）

京都企業における女性活躍を効果的に推進するため、経済団体等
と行政（京都府・京都市・京都労働局）の連携による「輝く女性応援
京都会議」（女性活躍推進法に基づく協議会）を母体として、女性活
躍推進に向けた人材育成研修、中小企業におけるワーク・ライフ・
バランス推進、女性起業家の支援等、職場等における女性活躍支
援や、コロナ禍における様々な困難・課題を抱える女性への支援な
ど、地域・家庭等における女性活躍支援等を各団体と連携しながら
多角的な取り組みを実施する。



事業の概要

起業アイデアを持った女性の社会参画を促し、女性起業家の裾野を拡げるため、アイデア
のブラッシュアップから顕彰・事業化まで支援を実施した。

【京都女性起業家賞の実施】
・募集期間：令和４年6月1日～8月31日
応募総数：３４件

・授賞式：令和５年１月2７日（金）
・交流会：令和５年２月１６日（木） 参加者68名

【女性起業家のアイデアブラッシュアップ支援】

女性起業家賞応募者を対象に、起業アイデアを
ビジネスモデルとして構築するための収支計算、
将来設計等ならびに事業計画書の書き方や資料の
作り方等について、個別面談による指導を実施。

支援者数：延べ６１人
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